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廊下を歩くとかすかに良い香りがしました。ふと目を移す

と手洗いの隅に水仙の花と梅の枝がさしてあります。相談員

さんが、生徒の心が和むようにとの心遣いです。ありがたい

ものです。校庭の桜も確実に芽をふくらませてきました。い

よいよ、年度の最後の一ヶ月となりました。

昨日は最後のあいさつ運動でした。「はじまりは、あいさ

つから」ありがとうございました。引き続きご家庭でもよろしくお願いします。

３年生は義

務教育９年間

のまとめの月と

なりました。給

食も２日に終わ

り、５日は公立

高校中期選抜。進路についてはすでに決定した人もいますが、これから高校を受検する人

も多くあります。自分で決めた進路実現に向けて、最後の頑張りを見せて欲しいと思いま

す。健闘を祈ります。そして、１２日（金）は卒業証書授与式です。大きな最後の学校行

事を立派にやり遂げる事を期待します。（式にふさわしい身なり

、そして静かに話を聞く態度、心を込めて歌う式の歌など）

最後の学校行事である卒業証書授与式に向けての心の準備もき

っちりと行い、後輩たちによき伝統を伝えていって欲しいと思います。

卒業証書授与式を一つの節目にするべく、すばらしい感動の中で式を

迎えてください。８日からは、卒業にむけての特別校時、卒業生として、有終の美を…。

２月９日(火)から３泊４日のスキー学習(自然体験学

習)が、長野県横手山スキー場において行われました。

２学期後半から取り組んできた中学校最大の行事です。

「挑戦！団結！！進歩！！！」～スキーが「スキー

に！！」～をスローガンに学年一丸となって取り組みま

した。 残念ながら、天気には恵まれませんでしたが、

それでも参加者は、元気いっぱい講習に参加できました。

平成２２年(2010年) ３月 ２日 (2)

今年は、天候の都合で１日ツアー・スキーというプログラ
ムは十分ではありませんでしたが、それでも２３０５ｍの山
小屋でのカレーライスは格別でした。スキースクールの吉岡
校長先生は、こんなに上達の早い生徒はめずらしいとのお褒
めの言葉どおり、３日目ともなるとみんなかっこよくスキー
ヤーの仲間入りをしている様子でした。最後には、インスト

ラクターの方とも打ち解けて
(少々失礼もあったようですが…)、日頃学校では見られな

かった頑張りを見せた生徒たちも多くいました。学年とし

ては、時間を守る、話をしっかり聞く等という課題にも迫
り、集会も整然と行えました。生徒個々の多少の指導は残
ったものの、３年生に向かう大きな力になったのではない
かと思われます。帰校当日は、雨にも拘わらずＰＴＡのご
支援、本当にありがとうございました。

２月１２日、総合的な学習の時間(ＮＴ学習)である「国際理

解学習」が１学年で行われ、１３５人が『韓流』の時を過ごし

ました。異文化交流を通して、国際感覚を養うと共に日本の伝

統文化を再認識するもので、平成14年度からは、姉妹都市交流

にちなんで韓国をテーマに体験学習を続けています。この日は、

一部は、学年全体で韓国の古典舞踊と音楽鑑賞を行いました。

二部は、各テーマを選択してれぞれの体験を行いました。 【韓国の古典舞踊を鑑賞】

←「食」では、ＰＴＡの支援も得ながら、調

理実習を行いました。慣れない手つきで、ち

ぢみやキムチ等をつくりおいしくいただきま

した。「ごちそうさまでした」

「遊び」では、伝統的な遊びである日本のす

ごろくのような遊びユンノリを体験しました。

←「言語Ⅰ」「言語Ⅱ」では、韓国の歴史や会

話、ハングル文字を学びました。
「お茶」では、礼儀作法とお茶を体験、民

族衣装のチマチョゴリも着せていただきまし

た。「なかなかかわいいでしょ」→

体験後は、礼状と各自のレポート作成に

てまとめを行います。それぞれの国に文化が

あり、それぞれにちがった文化であることを

体験するなかで、ひとりひとりもみんなちが

った存在であることも、また学べたのではな

いでしょうか。ひとりひとりも大切に。
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２月１０日及び２月２３日の２日に分けて、京都大学総合博物館館長

の大野照文教授を本校にお招きし、１年生の理科の授業をしていただき

ました。

大学生並みの１００分の授業でしたが、みんな大変興味深く授業に取

り組んでいました。授業は、教科書も何もないところから、全員で観察や推理をする中

で、古代生物の「三葉虫」を調べていくものです。教授の巧みな話術と本物の三葉虫の

化石で、生徒たちは三葉虫を解明していきました。教授は、五感を使って学習すること

の大切さを言われており、「じっくり見る」「考える」「表現する」ことを授業の中に取

り入れられていました。授業の最後には、振り返り(復習)のための冊子も配布していた

だき、その裏表紙には、各生徒への修了証があり、

「これから

も、常に観

察、推理、

確かめを続

けることに

よって、さ

らなる謎の

解明に取り

組まれます

よう、期待

します」三

葉虫博士認

定印が押さ

れていまし

た。博士、

おめでとう。

ご都合に合わせて
是非ご参加ください。

◇３月４月の主な行事予定◇
日 曜 行 事 名 日 曜 行 事 名
１ 月 あいさつ運動 16 火 公立中期入試合格発表
３ 水 学年末試験(給食なし) 21 日 クローバーコンサート(13時開場)
４ 木 学年末試験(給食なし) 24 水 平成21年度修了式
５ 金 学年末試験 公立高校入学検査 平成２２年度４月の予定(概要)
11 木 １・２年給食終了 ２ 金 離任式
12 金 第36回卒業証書授与式 ７ 水 平成２２年度始業式
14 日 城陽マラソン ８ 木 平成２２年度第37回入学式
15 月 短縮特別校時開始 13 火 給食開始

１・２年生へ
３月１５日(月)講演会
１１時４０分～１２時４０分
西城陽中学校体育館

『夢を追って…』
【講師】
柴田 博之先生
現在 洛南高校教諭
洛南高校陸上部顧問

元ソウルオリンピック選手


